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目的・趣旨 

母体−胎児のインターフェース（母子境界面）に存在する子宮免疫系は、外来微生物

に対する生体防御を発動する一方で、胎児に対しては免疫寛容を発動するよう厳密に調

節されている。子宮免疫系の特徴として、T 細胞の大部分を特殊な T 細胞サブセットであ

る γδT 細胞が占めることが挙げられるが、その生理的意義については不明である。そこ

で、妊婦への感染によって垂直感染を引き起こすトキソプラズマ感染実験を共同研究とし

て実施することで、妊娠時感染防御における γδT 細胞の重要性を検証する。また、子宮

γδT 細胞の誘導・維持機構についても検証する。 

研究経過の 
概  要 

昨年度、妊娠中に Toxoplasma gondii を感染させると、γδT 細胞欠損マウスでは分

娩異常による死亡が起きること、T. gondii の胎児への垂直感染が増加することを見出し

ていた。本年度は γδT 細胞が妊娠中の T. gondii 感染から母子を保護するメカニズムの

解析を進めた。 
また、子宮 γδT 細胞が母体の共生細菌依存的に維持されていることを見出したことか

ら、γδT 細胞誘導細菌の探索を進めた。 
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研究成果の 
概  要 

SPF 環境下で飼育したマウスと無菌環境下で飼育したマウスの比較から、子宮 γδT 細

胞が母体の共生細菌依存的に維持されていることを見出したことから、スペクトラムの異な

る種々の抗生物質を投与する実験、および、無菌マウスに候補細菌を移植するノトバイオ

ート実験を実施し、責任細菌の特定を進めた。また子宮 γδT 細胞の維持に関わることが

期待された複数のパスウェイについて遺伝子改変マウスを用いて検証を行った。 
子宮 γδT 細胞が T. gondii 感染から母子を保護するメカニズムを明らかにするために、

母子境界面に位置する胎盤における T. gondii の量を調べたところ、野生型マウスと γδT
細胞欠損マウスで有意な差は認められなかった。したがって、γδT 細胞は T. gondii の排

除ではなく、T. gondii 感染に伴う組織傷害の抑制や、組織修復の促進に関わっている

可能性がある。 

研究成果の 
発  表 
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